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令和８年度 上下水道局 主要事業一覧  

 

（１）「稼げるまち」の実現 

■新規 芦屋町の公共下水道事業の事務受託による広域連携の推進 

１，０５４，６１５千円 

（他に債務負担 ５３８，０００千円） 

 

芦屋町との広域連携に伴い、北九州市が芦屋町の下水道施設の維持管理等を行うことで、維持管

理課題の解決と北九州都市圏域の下水道事業の連携強化を促進します。 

 

■新規 下水道マンホールふたへの広告掲載による収益化             ２，０００千円 

下水道マンホールふたに民間企業等の広告を掲載し、その収益化を図ります。 

 

   ■行橋市・苅田町への水道用水供給事業の拡大等による広域連携の推進   １，４０７，４２６千円 

（他に債務負担 ３８５，０００千円） 

     行橋市・苅田町への水道用水供給の拡大等により、北九州都市圏域の連携強化を促進します。 

■企業進出に伴う工業用水道の整備                              ５１４，０００千円 

企業進出に伴い、新たな工業用水の使用を見込む若松地区において管路の強靭化を行い、企業活

動の基盤を整えるとともに収入増加を図ります。 

 

■拡充インフラシステムの輸出による海外水ビジネス展開の推進・支援         １６４，２８９千円 

長年、東南アジアを中心に国際技術協力を実施し、信頼関係を構築してきた相手国との関係を活
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かした海外水ビジネスを官民連携で展開していきます。 

※会員企業の累計受注実績は、平成 22 年以降、約 284 億円 

   

■未利用地の売却による収益化                                   ３３１，３７３千円 

      未利用水道用地（普通財産）の売却により、収益化を図ります。 

 

 

（２）「彩りあるまち」の実現 

該当なし 

 

 

（３）「安らぐまち」の実現 

  ■拡充上下水道の地震等対策の推進                               ９，４１８，９５９千円 

（他に債務負担 ３８，０００千円） 

地震等の災害被害を最小限にし、早期に機能回復が図れる災害に強いライフラインを構築するた

め、老朽化した施設の耐震改修等を実施します。 

                                                                         

■拡充浸水対策関連事業の推進                                 ３，７８８，０００千円 

（他に債務負担 １１，６９０，０００千円） 

近年の激甚化・頻発化する豪雨から市民の生活を守り、浸水被害の最小化を図るため、雨水管等

の整備を実施します。 
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（４）その他の取り組み 

■拡充上下水道施設の長寿命化と補修、改築・更新《一部再掲》         ２１，８７４，５４２千円 

（他に債務負担 ３，６１１，９６１千円） 

安定的な上下水道事業の持続を図るためリスクの高い管などを優先し、効率的・計画的に上下

水道施設の補修・改築、更新を進めます。 

【アセットマネジメント手法を活用した効率的・計画的な更新】 

・配水管等の更新                               7,305,065 千円 

配水管更新、導送水管更新   

・その他施設・設備更新                      312,056 千円 

水管橋の維持管理など              

・浄水施設の更新                          2,115,130 千円 

井手浦浄水場受配電設備更新電気計装工事  など   

・工業用水道施設の改築更新               1,284,419 千円 

配水管、浄水施設の改築更新 など       

・下水道施設の改築更新                 10,754,272 千円 

下水道管渠、ポンプ場、浄化センターの改築更新 など   

【上下水道施設の規模の最適化】 

・配水ブロックの改善                               103,600 千円 

尾倉、黒川配水池の統廃合（配水管整備など）                  

     

■危機管理体制の充実・強化                                    １０４，３６６千円 

気候変動の影響による自然災害の増加などさまざまな災害リスクに備え、緊急時においても、安
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定給水、安定処理ができる体制を確保していきます。 

応急給水施設整備工事 など 

 

【環境負荷の低減】 

■工場・事業場の指導、水質管理の推進                             ４０，４６４千円 

下水道施設の保全や浄化センターの安定的な運転の継続を目的として、下水道に汚水を排出す

る工場・事業場の指導や、浄化センターの水質管理を推進します。 

 

【国内外への貢献】 

■多様な広域連携の推進《一部再掲》                            ２，４６５，９５２千円 

近隣自治体との連携を強化し、双方にメリットを享受できる広域連携の具体化に向けた取組を推

進していきます。 

また、行橋市・苅田町への水道用水供給の拡大及び芦屋町との下水道事業の連携により、経営基

盤強化を図ります。 

 

■政策連携団体等との連携強化                                １，４４１，７３１千円 

  （他に債務負担 １，１０３，０００千円） 

政策連携団体（（株）北九州ウォーターサービス）との連携を強化するとともに民間事業者の活用

を図り、発展的広域化を推進します。 

宗像地区事務組合水道事業包括業務委託 

 

■海外事業の展開≪再掲≫                                     １６４，２８９千円 

長年、東南アジアを中心に国際技術協力を実施し構築してきた信頼関係を活かした海外水ビジネ
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スを、官民連携で展開します。 

 

 

【ＤＸの推進】 

■衛星画像とＡＩを活用した漏水調査                                  ３０，３０６千円 

衛星画像とＡＩを活用して漏水可能性区域を特定する技術を用いた漏水調査を行います。 

 

■新規ＡＩを活用した下水道管の劣化診断≪一部再掲≫                         ２，０００千円 

ＡＩによる画像認識技術を活用し、下水道管内やマンホールのふたの写真から、ひび割れや破損

などの異状を自動で判断する技術の研究を進めます。 

 

■拡充ドローン等の新技術を活用した点検調査≪一部再掲≫                 １２０，０００千円 

高速で鮮明な撮影が可能なカメラやドローンなどの新技術を活用し、下水道管内の点検調査を効

率的に進めます。 

 

■工事立会受付ＷＥＢシステムの活用                                     ２，２４４千円 

工事施工前の申請手続きにおいてシステムを活用し、道路掘削事業者とインフラ事業者（電気・

ガス・水道等）が工事情報を共有することで、作業の効率化を図ります。 

 

■電子広告媒体を活用した口座振替促進ＰＲ                               ３，０００千円 

お客様の納付利便性の向上と徴収にかかるコスト削減等のため、電子広告媒体を用いた口座振替

促進ＰＲを行い、安定した徴収体制の構築を図ります。 
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